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令和３年度長期研修 教育実践報告書 

    主 題 

数学的活動を通して主体的に学習に取り組む生徒の育成 
－ 関数及び図形の領域におけるＩＣＴの活用 － 

 

校種及び研修教科・領域等 中学校数学 

鹿島市立西部中学校 教諭 冨永 泰宏 

 

 

 

 

 

  

 

 

＜キーワード＞  ・タブレット   ・関数及び図形   ・主体的 

 

１ 主題設定の理由 

中学校学習指導要領解説数学編において，数学科で育成を目指す資質・能力は「知識及び技能」，「思

考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱で整理されている。その資質・能

力を育成するためには，数学的活動を通して「主体的な学び」，「対話的な学び」，「深い学び」の視点か

ら授業改善を図ることが重要とされており，「生徒自らが，問題の解決に向けて見通しをもち，粘り強く

取り組み，問題解決の過程を振り返り，よりよく解決したり，新たな問いを見いだしたりするなどの『主

体的な学び』を実現すること」(1)が求められている。また，文部科学省は，「『指導と評価の一体化』の

ための学習評価に関する参考資料」において，主体的に学習に取り組む態度について，「粘り強い取組を

行おうとしている側面」と「自らの学習を調整しようとする側面」を捉えて評価し，育成することを  

重視している。 

これまでの自身の授業実践では，題材の工夫や少人数による指導などを行ってきたが，生徒の中には，

学習課題の解決に取り組むことを途中で諦めたり，難しい問題になると最初から考えなかったりする姿

が見られた。また，学習課題の解決に取り組む際に，教師の指示を待ち，解決する方法を考えようとし

ない姿も見られた。そこで，主体的に学習に取り組む態度の評価における２つの側面を踏まえて，学習

課題の解決に向けて，最後まで諦めず，試行錯誤して取り組む生徒の姿を，主体的に学習に取り組む  

生徒の姿として捉え，「主体的な学び」を実現し，そのような生徒の育成を目指したい。 

文部科学省は，「各教科等の指導におけるＩＣＴの効果的な活用に関する参考資料」において，ＩＣＴ

を活用して，関数のグラフや図形などを容易に変化させることができ，一人一人が試行錯誤することで, 

主体的に活動することができると示している。また，ＩＣＴの効果的な活用場面については，「教育の情

報化に関する手引」において，「観察や操作，実験などを通して，問題を見いだす場面」や「数，式，図，

表，グラフなどを作成して処理する場面」を挙げ，ＩＣＴを活用することで数学的活動を充実させるこ

とができると示している。 

そこで本実践では，関数及び図形の領域において，主体的に学習に取り組む生徒を育成するために，

生徒がＩＣＴを活用して自ら操作，観察する中で問題を見いだして学習課題を設定し，その解決に取り

組む数学的活動を充実させることが重要であると考え，本主題を設定した。 

本実践は，主体的に学習に取り組む生徒を育成するために，関数及び図形の領域において，生徒がタブ

レット型のコンピュータ（以下タブレットとする）を活用し，問題を見いだして学習課題を設定し，その

解決に取り組む指導の在り方を探ったものである。学習課題を設定する場面では，生徒が問題を見いだ

すための手立てとして，タブレットでグラフや図形を操作，観察する活動を行った。学習課題を解決する

場面では，生徒一人一人に応じた学習活動に取り組むための手立てとして，タブレットを活用して，解決

の糸口をつかんだり，考えを深めたりする活動を行った。検証の結果，これらの手立てが，学習課題の解

決に向けて，最後まで諦めず，試行錯誤して取り組むことに有効であることが明らかになった。 

概要 
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２ 目標 

主体的に学習に取り組む生徒を育成するために，関数及び図形の領域における問題解決の授業で， 

生徒がタブレットを活用し，問題を見いだして学習課題を設定し，その解決に取り組む指導の在り方を

探る。 

３ 仮説 

学習課題を設定する場面において，タブレットでグラフや図形を操作，観察して問題を見いださせ，

学習課題を解決する場面において，タブレットを活用して生徒一人一人に応じた学習活動を取り入れれ

ば，生徒は，学習課題の解決に向けて，最後まで諦めず，試行錯誤して取り組むことができるであろう。 

４ 手順 

(1) 「個別最適な学び」や「タブレットの活用」に関しての理論研究を行う。 

(2) 所属校での授業の観察や意識調査において，学習に対する意識や態度についての実態調査を行う。 

(3) 動的幾何学ソフトウェアGeoGebra（以下GeoGebraとする）を利用して教材を作成する。 

(4) 第３学年の「関数y＝ax2」（前期３時間）と「円」（後期３時間）の単元において検証授業を行う。 

(5) 検証授業での行動観察や生徒のワークシート，授業の振り返り，意識調査を分析して検証する。 

５ 内容 

(1) 文献などによる理論研究について 

文部科学省は「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，

個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）」において，「自ら学習を調整しながら粘り強く学

習に取り組む態度を育成するためには，……，子供一人一人の特性や学習進度，学習到達度等に応じ，

指導方法・教材や学習時間等の柔軟な提供・設定を行うことなどの『指導の個別化』が必要である」(2)

とし，続けて，「……，教師が子供一人一人に応じた学習活動や学習課題に取り組む機会を提供するこ

とで，子供自身が学習が最適となるよう調整する『学習の個性化』も必要である」(3)と示し，主体的

に学習に取り組む生徒を育成するために，個別最適な学びを充実させることを提案している。さらに，

個別最適な学びを充実させるためには，「……学校教育の基盤的なツールとして，ＩＣＴは必要不可欠

なものである」(4)と示し，個別最適な学びを充実させるために，ＩＣＴの活用を提案している。 

以上のことから，主体的に学習に取り組む生徒を育成するために，生徒の特性や学習進度，学習到

達度等に応じた学習課題の設定やタブレットの活用によって，生徒一人一人に応じた学習活動を取り

入れることが重要であると考える。 

(2) 具体的な手立てについて 

本実践では，学習課題の解決に向けて，最後まで諦めず，試行錯誤して取り組む生徒を，分からな

いことがあっても考え続けて理解しようとしたり，解決が進まないときに他の方法で取り組もうとし

たり，一つの方法で解決することができたら他の方法でも解決しようとしたりする姿として捉え， 

このような生徒の育成を目指して，次のような手立てを考えた。 

ア 問題解決の授業における指導過程 

中学校学習指導要領解説数学編では，「数学的活動とは，事象を数理的に捉え，数学の問題を見い

だし，問題を自立的，協働的に解決する過程を遂行することである」(5)とし，「生徒が，目的意識を

もって事象を数学化し，自ら問題を設定し，その解決のために新しい概念や原理・法則を見いだす

ことで，……，数学に創造的に取り組もうとする態度を養うことも期待される」(6)と示されている。

さらに，「数学的活動は，基本的に問題解決の形で行われる」(7)とし，数学的活動の問題解決の過程

として，問題を見いだして，それを解決する課程が重視されている。相馬一彦は，問題解決の授業

において，考えるきっかけとしての問いを生徒に提示し，問いから生じた疑問から明らかにすべき

事柄を学習課題として設定し，その解決に取り組むことを提案している。また，生徒が予想する中
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で疑問をもち，解決するための学習課題を設定することで「……目的意識や必要感が生まれ，それ

が学習意欲につながって主体的に取り組む学習が実現される」(8)と述べている。 

これらを基に，本実践の指導過程を考えた（図１）。問いの提示では，教師から学習課題を設定す

るためのきっかけとしての問いを与える。学習課題を設定する場面

では，問いに対して，生徒が何を明らかにしようとするかという 

自分自身にとっての目的意識をもてたことを，問題を見いだせた 

ことと捉え，問題を見いだす活動を行う。そして，問題を焦点化し

た事柄を学級全体で学習課題として設定し，解決する活動を行う。 

イ 学習課題を設定する場面におけるタブレットの活用 

学習課題を設定する場面（図２）では，問題を見いだす活動において，GeoGebraを利用して，   

生徒一人一人がタブレットで，問いに関するグラフや図形の操作，観察を行う。関数の領域につい

ては，表に座標となる点を入力してグラフを表したり，比例

定数を変えたときのグラフの概形を確かめたりするなどの

操作，観察を行う。図形の領域については，図形上の点を動

かして図形を変化させ，図形の辺の長さや角度を読み取るな

どの操作，観察を行う。このようなタブレットの活用により，

生徒一人一人に，疑問に感じることや調べたいことを考え

させ，何を明らかにしようとするかという自分自身にとっての目的意識をもたせる。 

ウ 学習課題を解決する場面におけるタブレットの活用 

学習課題を解決する場面（図３）では，見通しを立てる活動において，学習課題を設定する場面

でもった目的意識に沿う学習内容を決める。学習課題の解決

に取り組む活動においては，解決が進まないときやより深く

考察したいときなどに，GeoGebraを利用して，解決の手順や

ヒントなどを得て解決の糸口をつかんだり，与えられた条件

を変えることで考えを深めたりして解決に取り組む。このよ

うなタブレットの活用により，生徒一人一人に応じた学習活動を取り入れる。 

６ 検証の視点 

(1) 【検証の視点Ⅰ】学習課題を設定する場面におけるタブレットの活用は，問題を見いだすことに有

効であったか。 

(2) 【検証の視点Ⅱ】学習課題を解決する場面におけるタブレットの活用は，生徒一人一人に応じた学

習活動に取り組むことに有効であったか。 

(3) 【検証の視点Ⅲ】学習課題の解決に向けて，最後まで諦めず，試行錯誤して取り組むことができた

か。 

７ 授業実践及び考察 

(1) 授業の位置付け 

第３学年において，検証授業前期では「関数y＝ax2」の単元で，授業を３回行った。検証授業後期で

は「円」の単元で，授業を３回行った。ここでは，主に検証授業前期の３時目の授業（以下，検証授

業③と示す）と，検証授業後期の３時目の授業（以下，検証授業⑥と示す）について述べていく。 

(2) 授業の実際 

検証授業③では，前時までに，関数y＝ax2について，表，式，グラフを相互に関連付けて考察する 

ことを学習した。本時は関数y＝ax2で，様々なaの値の場合についてのグラフをかき，それらを観察し，

aの値に着目してグラフの特徴をまとめる学習である。 

図１ 本実践の指導過程 

図２ 学習課題を設定する場面 

図３ 学習課題を解決する場面 
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 検証授業③の学習活動 
１ 問いの提示 
 

・問いの答えを予想する 
２ 学習課題の設定 
(1) 問題を見いだす 
・GeoGebraを利用して，y＝ax2 にa＝0.5，a＝３，a＝-１を代入し，それぞれのy＝ax2のグラフ 
を表示して，問いの答えを確認する。 

・分かったことや疑問に思ったこと，調べたいことを記述する（問題を見いだす記述）。 
(2) 学習課題を設定する 
・生徒が見いだした問題を基に，学級全体で「aの値によって，関数 y＝ax2 のグラフがどうなるかグラフの特徴を調べよう」 
という学習課題を設定した。 

３ 学習課題の解決 
(1) 見通しを立てる 
・a>0やa<0，aの値の絶対値が大きくなるとき，などの学習する内容を決め，解決の見通しを立てる。 
(2) 学習課題の解決に取り組む 
・表やグラフを用いて，グラフの特徴を調べる。 
・解決が進まないときには，タブレットやヒントカード，前時までのワークシート，他者の意見などを参考にする。 
・タブレットは，グラフのかき方が分からないときに，グラフの概形を知ることや，ワークシートにかくことが難しいグラフを 
タブレットで確認して，グラフをかくことなどに利用する。 

(3) 全体で共有する 
４ 振り返り 

・問題を解決する。 
・振り返りを記述する。 

検証授業⑥では，前時までに，円周角の定理を見いだし，それを証明できることを学習した。本時

は円に内接する四角形について，四角形の向かい合う内角の和が180度であることを，円周角の定理を

用いて説明する活動を行い，円周角と中心角の関係の意味についての理解を深める学習である。 

検証授業⑥の学習活動 
１ 問いの提示 

 
・問いの答えを予想する 

２ 学習課題の設定 
(1) 問題を見いだす 
・GeoGebraを利用して，図形上の点を動かして，∠aと∠cの関係性を確認する。 
・分かったことや疑問に思ったこと，調べたいことを記述する（問題を見いだす記述）。 

(2) 学習課題を設定する 
・生徒が見いだした問題を基に，学級全体で「円周角の定理を用いて，いつでも∠a＋∠c＝180°が成り立つことを説明しよう」 
という学習課題を設定した。 

３ 学習課題の解決 
(1) 見通しを立てる 
・円に内接する四角形で，自ら調べたいと考える四角形をワークシートにかき，解決の見通しを立てる。 
(2) 学習課題の解決に取り組む 
・∠aに具体的な値を代入して，∠cを求める計算式を立てる。 
・立てた計算式に成り立つ根拠を加え，説明を書く。 
・解決が進まないときには，タブレットやヒントカード，前時までのワークシート，他者の意見などを参考にする。 
・タブレットは，タブレットの四角形をワークシートにかいた四角形と同じ形にして考えることや，円周角の定理の使い方の 
ヒントを見て説明を考えることなどに利用する。 

(3) 全体で共有する 
４ 振り返り 

・問題を解決する。 
・振り返りを記述する。 

(3) 考察 

本実践では，所属校の少人数授業の学習活動にあわせ，学級生徒36名中の14名の生徒に対して，  

検証授業を行った。検証授業の前に，授業中の生徒の観察により実態調査（14名，令和３年９月）を

行った。実態調査より，資料１のような３名の生徒を抽出した。また，検証に当たっては，授業を   

行ったクラス全体（14名）でも考察することとした。 
生徒Ｌ 生徒Ｍ 生徒Ｎ 

ノートやワークシートに板書や自分の
考えを書くこと，グラフをかくことが
苦手である。 

授業中は，ノートに板書はよく書い
ているが，自分の考えを書くことが
苦手である。 

授業中は，よく自力での解決を試みる
が，解決に行き詰まり，先に進めない
ことがある。 

資料１ 抽出生徒のプロフィール 
ア 【検証の視点Ⅰ】学習課題を設定する場面におけるタブレットの活用は，問題を見いだすことに

有効であったか。 

ここでは，問いに対して，生徒が疑問に思ったことや調べたいことなど，何を明らかにしようと

するかという自分自身にとっての目的意識をもてたかを見取る。 

問い 右の図は，３つの関数 y＝0.5x2，y＝3x2，y＝-x2 のグラフを同じ座標軸を
使ってかいたものです。①，②，③は，それぞれどの関数のグラフですか。 

問い ４点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄが一つの円周上にある四角形ＡＢＣＤで，∠a と∠c の関
係について考えなさい。 
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まず，抽出生徒において，行動観察と生徒のワークシートより，タブレットの活用は問題を見い

だすことに有効であったかを検証する。資料２は，検証授業③において，抽出生徒３名のタブレッ

トの活用事例と問題を見いだす記述を示したものである。 
 生徒Ｌ 生徒Ｍ 生徒Ｎ 

タブレット
の活用事例 

①，②，③のグラフをそれぞれ， 
y＝-x2 ，y＝3x2，y＝0.5x2とした予想と
異なることを確認した。 

①と③のグラフについて予想と異なる
ことを確認した。拡大したり縮小した
りして変化を確認した。 

自分が考えた予想が正しいことを確認
した。y＝ax2 のaの値を変えて，グラフ
の変化を確認した。 

問題を見い
だす記述 

いろいろなグラフについて調べたい。 aの値が大きくなるとグラフがどうな
るか調べる。 

aの値によって，グラフがどう変わるの
かを調べたい。 

資料２ 検証授業③における抽出生徒のタブレットの活用事例と問題を見いだす記述 

抽出生徒３名は，タブレットの活用において，①，②，③のグラフを一つずつ表示させることで，

自分が考えた予想を確かめることができた。問題を見いだす記述においては，生徒Ｌはタブレット

でいろいろなグラフを調べられることが分かり，自分が学習したいことを記述した。生徒Ｍは分 

かったことを他者と話し合う中で，aの値によってグラフが変わることに気付き，それをタブレット

で確認し，明らかにしたいことを記述した。また，

生徒Ｎは「aの値が変わればグラフが変わるのでは

ないか」と考え，タブレットで図４のようにa＝３

をa＝５に変えて，そのグラフの変化を確認した 

ことにより，aの値によってグラフが変わることに

気付き，自分が明らかにしたいことを記述した。 

資料３は，検証授業⑥において，抽出生徒３名のタブレットの活用事例と問題を見いだす記述を

示したものである。 
 生徒Ｌ 生徒Ｍ 生徒Ｎ 

タブレット
の活用事例 

∠a＋∠c＝180°であることに気付い
た。円周角が等しいことを確認した。 

∠a＋∠c＝180°であることと円周角
の定理が使えることに気付いた。 
四角形を正方形にして考えた。 

弧の大きさが異なっても，一つの弧に
対する円周角の大きさが一定であるこ
とに気付いた。 

問題を見い
だす記述 

∠a＋∠c＝180°を確かめたい。 
円周角の定理を使って計算する。 

∠a＋∠c＝180°になるか正方形で計
算して確かめたい。 
円周角の定理を使って説明する。 

∠a＋∠cが本当に180度であるか，(円
周角の定理を使って)説明できるよう
になりたい。 

資料３ 検証授業⑥における抽出生徒のタブレットの活用事例と問題を見いだす記述 

抽出生徒３名は，タブレットの活用において，図形上の

点を動かすことで，∠a＋∠c＝180°であることに気付い

た。問題を見いだす記述においては，生徒Ｌは分かったこ

とを他者と話し合う中で，円周角の定理が使えることに

気付き，タブレットで図５のように確認し，明らかにした

いことを記述した。生徒Ｎも，円周角の定理が 

使えることに気付き，自分が明らかにしたい 

ことを記述した。また，生徒Ｍは，タブレットで

図６のように∠a＋∠c＝180°が他の四角形で

も成り立つか考えたことで，円周角の定理が 

使えることに気付き，正方形に変えると，円周角の定理を用いて説明しやすいと考え，明らかにし

たいことを記述した。 

これらのことから，抽出生徒において，タブレットの活用は，生徒が自由にグラフや図形を変化

させ，視覚的にその変化を確認したことにより，問いを捉えやすくなり，問題を見いだすことに  

有効であったと言える。 

次に，授業を行ったクラス全体の生徒において，問題を見いだすことができたかを分析する。  

次頁表１は，検証授業の振り返りにより，学習課題に取り組む目的意識をもてたかを示したもの 

である。 

図４ 生徒Ｎのタブレット活用事例 

図６ 生徒Ｍのタブレット活用事例 

図５ 生徒Ｌのタブレット活用事例 
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表１ 学習課題に取り組む目的意識をもてたか 
生徒 1 Ｌ 2 3 Ｍ 4 5 6 7 Ｎ 8 9 10 11 ◎ ○ △ 

検証授業③ △ △ ○ ○ ○ △ ○ ◎ ○ ◎ ◎ △ ◎ ◎ 5 5 4 
検証授業⑥ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 9 5 0 

検証授業の振り返り「学習課題に取り組む目的意識をもてたか」について， 
「自分の考えで目的意識をもった」と回答:◎ 「他者の考えを参考に目的意識をもった」と回答:○ 「目的意識をもてなかった」と回答：△ 

表１を見ると，（◎）または（○）の生徒は，検証授業③において71％（10名）であり，検証授業

⑥においては100％（14名）であった。また，（△）の生徒は，「目的意識をもてなかった」と回答し

ているが，ワークシートには，自分なりの分かったことや調べたいことを書くことができていた。

このことから，生徒全員が問題を見いだしたり，見いだそうとしたりできたと考える。 

さらに，学習課題を設定する場面において，生徒はタブレットの有用性を感じたかを検証する。

資料４は，検証授業の振り返りの記述と個別の面談により，表１の◎，○，△ごとに，タブレット

の活用方法，及び活用しての感想をまとめたものである。 
                            検証授業③                 n=14 回答の重複有り 
 ◎ (５名) ○ (５名) △ (４名) 
活
用
方
法

・問いの答えを確認した(５名) 
・拡大したり縮小したりしてグラフを考
えた(２名) 

・aの値を変えて考えた(２名) 

・問いの答えを確認した(５名) 
・拡大したり縮小したりしてグラフを考
えた(３名) 

・aの値を変えて考えた(１名) 

・問いの答えを確認した(４名) 
・拡大したり縮小したりしてグラフを考

えた(２名) 

感
想

・問いを考えやすくなった(５名) 
・ワークシートで考えるより分かりやす
い(２名) 

・問いを考えやすくなった(５名) 
・ワークシートで考えるより分かりやす
い(４名) 

・問いを考えやすくなった(４名) 
・ワークシートで考えるより分かりやす

い(２名) 
                          検証授業⑥                n=14 回答の重複有り 
 ◎ (９名) ○ (５名) 
活
用
方
法

・円周角の定理を用いて説明できることに気付いた（７名） 
・弧の大きさが異なっても，一つの弧に対する円周角の大きさ
が一定であることに気付いた(５名) 

・様々な場合について調べることができた（３名） 

・∠a＋∠c＝180°であることに気付いた（５名) 
・弧の大きさが異なっても，一つの弧に対する円周角の大きさ

が一定であることに気付いた(２名) 

感
想

・イメージした通りに動かせ，どうなるか考えやすい(７名) 
 

・本当に180度になるのか疑問をもった(４名) 
 

資料４ 学習課題を設定する場面においてのタブレットの活用方法，及び活用しての感想 

資料４を見ると，（◎）の生徒は，タブレットの様々な活用ができ，タブレットの有用性を感じて

いたと考える。（○）の生徒は，検証授業③において，（◎）の生徒と同様の活用方法や感想であっ

た。検証授業⑥においては，資料４下線部のように，タブレットの活用により，問いについての疑

問をもつことができた。このことから，（○）の生徒も，タブレットの有用性を感じていたと考える。

（△）の生徒は，検証授業③において，タブレットで問いの答えを確認し，（◎）や（○）の生徒と

同様に，問いを考えやすくなったと感じている。このことから，表１で「学習課題に取り組む目的

意識をもてなかった」と回答している（△）の生徒においても，タブレットの有用性を十分に感じ

ていたと考える。 

イ 【検証の視点Ⅱ】学習課題を解決する場面におけるタブレットの活用は，生徒一人一人に応じ

た学習活動に取り組むことに有効であったか。 

ここでは，自分のペースでじっくり考えたり，やってみたいところにじっくり取り組んだりする

など，自らに合った方法で学習に取り組めたかを見取る。 

まず，抽出生徒において，行動観察と生徒のワークシートより，タブレットの活用は生徒一人一

人に応じた学習活動に取り組むことに有効であったかを検証する。検証授業③において，生徒Ｌは，

グラフをかくことが苦手であり，a＝-１のときのグラフのかき方が分からない様子であった。 

しかし，タブレットで図７のようにグラフを表

して確認することで，a＝-１のときとa＝-２の

ときのグラフをかくことができ（資料５），学習

に取り組むことができた。生徒Ｍは，a＝１のと

きとa＝２のときのグラフをかき，そのグラフが

正しいか，タブレットで確認した。また，a＝10

のときのように，座標点をとってかくことが難 図７ 生徒Ｌのタブレッ
トの活用事例 

資料５ 生徒Ｌの 
   ワークシート 
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しいグラフの場合は，タブレットで図８のよう

に確認し，グラフをかくことができた（資料６Ａ

部分）。生徒Ｎも，a＝0.1のときのように，かく

ことが難しいグラフを，タブレットで確認する

ことができた。また，一つの方法で解決すること

ができたあと，他の方法で解決できないかと考

え，タブレットでaの値の絶対値が異なるときや， 

aの値が０に近づくときのグラフの特徴などを考えることができた。 

検証授業⑥において，生徒Ｌは，タブレットで図９のように円周角の定理がどのように使われて

いるかを確認し，説明ま

で書くことができた（資

料７Ｂ部分）。また，解決

が進まない生徒に，資料

７に記述した内容を説

明し，自分の考えを伝え

ることもできた。生徒Ｍ

は，∠a＋∠c＝180°に

ついて，円周角の定理を

用いて説明しやすいと

考え，四角形を正方形に

した。しかし，正方形で

は円周角の定理を使って説明することが難しいと考え，タブレットで図10のように別の四角形に変

えて考え直した。そして，図10Ｃ部分のような図を確認して，円周角の定理と一周360度との関係に

気付き，成り立つ根拠を書くことができた（資料８Ｄ部分）。生徒Ｍは自分の考えを書くことが苦手

であったが，自分の言葉で資料８のように最後まで説明

を書くことができた。生徒Ｎは，自分の考えで，円周角の  

定理を用いて説明しやすそうな四角形にし，根拠を示し

て説明を書いた。さらに，数式での解決ができたあと， 

図11のようにタブレットを活用して，数を文字に置き換

えた説明まで記述し（資料９），円周角と中心角の関係の

意味についての理解を深めることができた。 

これらのことから，抽出生徒において，タブレットの活用は，自分のペースで学習課題の解決を

考えたり，他の解決方法まで考えたりするなど，自らに合った方法で学習に取り組むことができて

おり，生徒一人一人に応じた学習活動に取り組むことに有効であったと言える。 

次に，授業を行ったクラス全体の生徒において，生徒一人一人に応じた学習活動に取り組むこと

ができたかを分析する。表２は，検証授業の振り返りにより，自分のペースでじっくり考えたり，

やってみたいところにじっくり取り組んだりするなど，自らに合った方法で学習に取り組めたかを

示したものである。 

表２ 自らに合った方法で学習に取り組めたか 
生徒 1 Ｌ 2 3 Ｍ 4 5 6 7 Ｎ 8 9 10 11 ☆ ◇ ▽ ー 

検証授業③ ◇ ▽ ◇ ◇ ◇ ▽ ◇ ☆ ◇ ☆ ◇ ▽ ☆ ◇ ３ ８ ３ ０ 
検証授業⑥ ◇ ◇ ◇ ▽ ☆ ◇ ◇ ☆ ◇ ☆ ◇ ◇ ◇ ☆ ４ ９ １ ０ 
検証授業の振り返り「自分のペースでじっくり考えたり，やってみたいところにじっくり取り組んだりするなど，自らに合った方法で
学習を進めることができましたか」について， 

「よく当てはまる」と回答:☆               「どちらかといえば当てはまる」と回答:◇  
「どちらかといえば当てはまらない」と回答：▽      「当てはまらない」と回答：ー 

資料６ 生徒Ｍの 
ワークシート 

図９ 生徒Ｌのタブレッ 
トの活用事例 

資料７ 生徒Ｌのワークシート 

資料８ 生徒Ｍのワークシート 

資料９ 生徒Ｎの 
   ワークシート 

Ｂ 

Ｄ 

図８ 生徒Ｍのタブレッ 
トの活用事例 

Ａ

図 10 生徒Ｍのタブレットの 
活用事例 

図 11 生徒Ｎの 
タブレット 
の活用事例 

Ｃ
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前頁表２を見ると，（☆）または（◇）の生徒は，検証授業③において79％（11名）であり，検証

授業⑥においては93％（13名）であった。また，「当てはまらない」と回答した生徒はいなかった。

このことから，多くの生徒は，自らに合った方法で学習に取り組めたと考える。 

さらに，学習課題を解決する場面において，生徒はタブレットの有用性を感じたかを検証する。

資料10は，検証授業の振り返りの記述と個別の面談により，前頁表２の☆，◇，▽ごとに，タブレ

ットの活用方法，及び活用しての感想をまとめたものである。 
                            検証授業③                 n=14 回答の重複有り 
 ☆ (３名) ◇ (８名) ▽ (３名) 

活
用
方
法

・ワークシートにかくことが難しいグラ
フを確認した（３名） 

・自分でかいたグラフが正しいか確認し
た（１名） 

・グラフのかき方が分からないときに，グ
ラフの概形を見ながらかいた（６名） 

・自分でかいたグラフが正しいか確認し
た（５名） 

・グラフのかき方が分からないときに，グ
ラフの概形を見ながらかいた（２名） 

・自分でかいたグラフが正しいか確認し
た（２名） 

感
想

・調べやすく，他の解決方法について考え
やすかった（２名） 

・動かしたグラフを見て，簡単に考えるこ
とができた（７名） 

・動かしたグラフを見て，簡単に考えるこ
とができた（３名） 

                          検証授業⑥                n=14 回答の重複有り 
 ☆ (４名) ◇ (９名) ▽ (１名) 
活
用
方
法

・円周角の定理の使い方を見ながら，説明
を考えた（２名） 

・他の図形でも成り立つか調べた（２名）

・タブレットの四角形をワークシートに
かいた四角形と同じ形にした（８名） 

・他の図形でも成り立つか調べた（２名）

・円周角の定理がどのように使われてい
るのかを調べた（１名） 

感
想

・文字式まで調べて，証明を書きやすかっ
た(２名) 

・イメージした通りに動かせ，どうなるか
考え取り組みやすい(６名) 

・自分が考えた通りに図形を表せ，考えを
整理して取り組みやすい（１名） 

資料10 学習課題を解決する場面においてのタブレットの活用方法，及び活用しての感想 

資料10を見ると，（☆)の生徒は，タブレットで様々なことを調べて他の解決方法まで考えること

ができ，タブレットの有用性を感じていたと考える。（◇）の生徒は，タブレットで学習課題の解決

に取り組み，視覚的に考えられる良さやイメージ通りに動かせる取り組みやすさを感じており， 

タブレットの有用性を感じていたと考える。（▽）の生徒は，検証授業③において，（◇）生徒と同

様の活用方法と感想であった。検証授業⑥においては，自分が考えた通りに図形を表せ，考えを整

理して取り組みやすくなったと感じている。このことから，前頁表２で「自らに合った方法で学習

を進めることができましたか」について「どちらかといえば当てはまらない」と回答している（▽）

の生徒も，自分のペースでじっくり考えたり，やってみたいところにじっくり取り組んだりしやす

かったことが分かり，タブレットの有用性を感じていたと考える。 

ウ 【検証の視点Ⅲ】学習課題の解決に向けて，最後まで諦めず，試行錯誤して取り組むことができ

たか。 

ここでは，分からないことがあっても考え続けて理解しようとしたり，解決が進まないときに他

の方法で取り組もうとしたり，一つの方法で解決することができたら他の方法でも解決しようとし

たりしたかを見取る。 

検証授業前の意識調査（14名，令和３年９月実施）と検証授業後の意識調査（14名，令和３年12

月実施）より，最後まで諦めず，試行錯誤して取り組むことができたと感じたかを検証する。検証

授業前と検証授業後の意識調査の結果（表３）を比較すると，「分からないことがあっても考え続け

て理解しようとしたか」につい

て，「当てはまる」，「どちらかとい

えば当てはまる」と回答した生徒

は，検証授業前50％（７名）から

検証授業後100％（14名）となり，

「解決が進まないときに他の方

法で取り組もうとしたり，一つの

方法で解決することができたら他の方法でも解決しようとしたりしたか」については，検証授業前

29％（４名）から検証授業後86％（12名）となった。このことから，検証授業において，生徒は，     

    表３ 検証授業前後の意識調査の結果    n=14 

検証授業前の意識調査 
 当てはまらない どちらかといえば 

当てはまらない 
どちらかといえば 

当てはまる 当てはまる 

質問１ ２名 ５名 ５名 ２名 
質問２ ４名 ６名 ３名 １名 

検証授業後の意識調査 
質問１ ０名 ０名 ５名 ９名 
質問２ ０名 ２名 ５名 ７名 
質問１：分からないことがあっても考え続けて理解しようとしたか 
質問２：解決が進まないときに他の方法で取り組もうとしたり，一つの方法で 

解決することができたら他の方法でも解決しようとしたりしたか 
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学習課題の解決に向けて，最後まで諦めず，試行 

錯誤して取り組むことができたと感じていたと 

考える。 

また，図12を見ると，「タブレットは学習課題の解

決に役立ったか」について，肯定的な回答をした生

徒ほど，「解決が進まないときに他の方法で取り組

もうとしたり，一つの方法で解決することができた

ら他の方法でも解決しようとしたりしたか」につい

て，肯定的な回答が見られた。 

さらに，試行錯誤して学習課題の解決に取り組むことができたかを検証する。表４は，検証授業

後の生徒のチェックリストと検証授業を通しての行動観察により，学習課題の解決によく参考にし

たものと他の方法でも解決しようとしたかを示したものである。また，前頁表３の検証授業後の  

意識調査（質問２）について，「どちらかといえば当てはまらない」と回答した生徒は，生徒１と   

生徒３である。 

表４ 学習課題の解決によく参考にしたものと他の方法でも解決しようとしたか 
生徒 1 Ｌ 2 3 Ｍ 4 5 6 7 Ｎ 8 9 10 11 計 

✔ 生徒がチェックリストでチェックし，行動観察からよく参考にしたと考えられる 
タブレット ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ 14 

ヒントカード   ✔ ✔ ✔   ✔  ✔   ✔  ６ 
前時までのワークシート  ✔  ✔ ✔    ✔ ✔  ✔ ✔ ✔ ８ 

友達の意見 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔  ✔    10 
先生の助言 ✔ ✔ ✔  ✔ ✔     ✔    ６ 

✔ 生徒がチェックリストでチェックし，行動観察から他の方法でも解決しようとしたと判断できる 
他の解決する方法   ✔   ✔ ✔ ✔  ✔   ✔ ✔ ７ 

表４を見ると，前頁表３で「どちらかといえば当てはまらない」と回答した生徒１と生徒３を   

含め，生徒全員が様々な方法で解決に取り組もうとし，半数の生徒（７名）が他の方法でも解決し

ようとしたことが分かる。このことから，学習課題の解決に向けて，考え続けて理解しようとした

り，一つの方法に限らず，様々な方法で解決しようとしたりしていたと考える。次の表５は，検証

授業後の授業全体に対する振り返りと個別の面談により，試行錯誤して学習課題の解決に取り組む

ことができたかを示したものである。 

表５ 試行錯誤して学習課題の解決に取り組むことができたか 
生徒 1 Ｌ 2 3 Ｍ 4 5 6 7 Ｎ 8 9 10 11 □ ◆ ー 

検証授業前期 ー □ □ ー □ □ □ ◆ □ □ □ □ □◆ □◆ 11 ３ ２ 
検証授業後期 □ □ □◆ □ □◆ □◆ ◆ □◆ □ □◆ □ □◆ □◆ □◆ 13 ９ 0 

様々な方法で解決に取り組もうとした：□ 他の方法でも解決しようとした：◆ どちらの記述もない：ー 

資料11下線部のように「解決が進ま

ないときに，他の方法で取り組もうと

したこと」がうかがえる記述があれ

ば，（□）とした。また，資料12下線部

のように「一つの方法で解決ができたら，他の方法でも解決しようとしたこと」がうかがえる記述

があれば，（◆）とした。なお，自分の考えを書くことが苦手な生徒には個別の面談を行い，「解決

が進まないときに，他の方法で取り組もうとしたこと」がうかがえれば，（□）とした。表５を見る

と，検証授業前期においては，（□）は79％（11名），（◆）は21％（３名）であった。検証授業後期

においては，（□）は93％(13名)，（◆）は64％（９名）となり，様々な方法で解決に取り組もうと

したり，他の方法でも解決しようとしたりした生徒が増えたことが分かる。また，前頁表３で「ど

ちらかといえば当てはまらない」と回答した生徒１と生徒３も，検証授業後期においては，試行  

資料 11 振り返りの記述 資料 12 振り返りの記述 

図 12 検証授業後の意識調査の結果 
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錯誤して取り組んでいたことが分かる。このことから，検証授業において，生徒全員が試行錯誤し

て学習課題の解決に取り組むことができたと考える。 

８ 教育実践のまとめと今後の課題 

(1) 教育実践のまとめ 

グラフや図形を操作，観察するタブレットの活用は，生徒が自由にグラフや図形を変化させ，視覚

的にその変化を確認したことにより，問いを捉えやすくなり，問題を見いだすことに有効であった。

学習課題の解決の糸口をつかんだり，考えを深めたりするタブレットの活用は，自分のペースでじっ

くり考えたり，やってみたいところにじっくり取り組んだりするなど，自らに合った方法で学習に 

取り組め，生徒一人一人に応じた学習活動に取り組むことに有効であった。これらの手立てにより，  

生徒は，学習課題に対して自分自身にとっての目的意識をもち，学習課題の解決に向けて，最後まで

諦めず，試行錯誤して取り組むことができるようになった。 

(2) 今後の課題 

主体的に学習に取り組む生徒の育成のために，次のような改善を図っていく。 

・タブレットを日常的に活用できるように，授業や課外活動等での活用を促す。 

・学習課題を解決する場面では，生徒に自ら教材を作成させる活動を取り入れる。 

・タブレットの活用に関して, 各領域の特性を踏まえた研究を行う。 
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